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※当資料の内容、テキスト、画像等の無断転載・無断使用を固く禁じます
※modo-cell®は、株式会社アミカテラの登録商標です

植物由来の新素材

modo-cell®のご紹介

くまもと益城/水俣工場

©2010熊本県くまモン

会社概要： アミカテラの思い会社概要： アミカテラの思い
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Mission： “地球に、優しく” ＝ AmicaTerra
「生きとし生けるものの故郷＝地球への感謝を忘れず優しく

あれば、 そこに住まう人や動物たちが末永く幸せに暮らして

いける」という思いのもと、事業に邁進してまいります。

Vision： バイオマス製品・サービスのグローバル

リーディングサプライヤーとなる

Value: “For nature, With nature”
（自然のために、自然とともに）

“Keep your global mind”
（心に国境を作らず）



“アミカテラ”とはラテン語で『地球に 優しい』という意味。

私どものミッションを、そのまま社名にしました。

非加食系＆植物由来の材料から作る原料のブランドを

modo-cell（モドセル）と名付けました。

modo-cell （モドセル）は；

① 地球に『戻せる』 製品である事

② 主原料が “セルロース（cellulose）” である事

２つの意味と私どもの思いをこめた、造語です。

会社概要： アミカテラとmodo-cell®会社概要： アミカテラとmodo-cell®

3

4

会社概要 ：株式会社アミカテラの沿革会社概要 ：株式会社アミカテラの沿革
1990年 王正雄独自で竹粉などの原料で燃料棒を開発

2006年 天然植物繊維（主材：竹）で重複使用できる食器を開発

2008年 増田、王共同で天然植物繊維（あらゆるセルロース）での研究開始

2010年 熱硬化性ホットプレス工法によりあらゆる植物繊維（セルロース）を

利用した容器開発

2016年 株式会社アミカテラ設立

2017年 熱可塑性射出工法によるカトラリーなどの開発

2018年 熱可塑性押出工法によるストローの開発

熱可塑性ブロー工法開発（ボトルなど）

ワタミ株式会社にストロー販売開始-日本国内第一号

2019年 熱可塑性ブリスター工法による薄型容器の開発

レッドドッド賞受賞（ストロー）

ハウスCVCからの出資を受ける

2020年 XTC日本予選10社に選ばれる

modo-cell®原料製造特許取得（日本）

レジ袋を開発

202１年 住友商事等６社からの出資を受ける

EY Innovative Startup 2021「Clean Tech」の受賞企業になる

2022年 オリエンタルランド・イノベーションズ、

Sony Innovation Fund他10社からの出資を受ける

2023年 国際紙パルプ商事株式会社他４社からの出資を受ける

くまもとSDGｓアワード2023優秀賞受賞

2024年 近鉄ベンチャーパートナーズ株式会社からの出資を受ける

資本5億2,148万円に増資

受賞歴

テクノロジーでグローバル課題を解決
する起業家のための世界最大規模の
スタートアップコンテストXTC日本予
選10社に選ばれる

EY Innovative Startup 2021
「Clean Tech」分野にて受賞

くまもと益城/水俣工場

©2010熊本県くまモン



会社概要 ：生産拠点会社概要 ：生産拠点

熊本県水俣市に研究製造施設を建設

(２０２3年1月 稼働開始）
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ｍodo-cell®の概要 ：ｍodo-cell®とはｍodo-cell®の概要 ：ｍodo-cell®とは

植物繊維（セルロース）を主原料とするプラスチックに代わる新素材
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5つのメリット

竹などの植物繊維原料

純天然原料

PLA含まず

自然環境下で生分解

可燃，燃焼時有害物質発生なし

※セルロース (cellulose) とは、分子式 (C6H10O5)n で表される炭水化物（多糖類）である。植物細胞の細

胞壁および植物繊維の主成分で、天然の植物質の1/3を占め、地球上で最も多く存在する炭水化物である。



ｍodo-cell®の概要 ：基本スペックｍodo-cell®の概要 ：基本スペック
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《原材料》 ： 竹などの植物繊維・でんぷん・植物由来の樹脂

《耐熱(熱硬化)》： -20℃～120℃ 食洗器(65℃中性洗剤)・電子レンジ600W２分)：使用可

《耐用年数》 ： 2～3年（使途・利用状況にもよる）

《生分解》 ： 3～6カ月で生分解開始

（製造工法により分解時間に違いはある）

《着色用染料》： 食紅使用のため無毒

《廃棄処理》 ： 可燃ゴミとして廃棄可能

： 自然由来のため、燃焼時ダイオキシン等の有害物質が発生しない

： 燃焼カロリーが3,800kcal/kgと高いため、燃料としても利用可能

ｍodo-cell®の概要 ：PLAとの大きな違いｍodo-cell®の概要 ：PLAとの大きな違い

ｍodo-cell®はあらゆる環境下で分解

× PLAは一定の環境下でなければ分解しない

ｍodo-cell®は「メタンガス」を発生しない

× PLAは分解時にCo2の23倍もの温暖化を招く

「メタンガス」を発生

ｍodo-cell®は既存の成型設備でOK

× PLAは専用の成型設備が必要
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ｍodo-cell®の概要 ：商品例Ⅰｍodo-cell®の概要 ：商品例Ⅰ
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＜日用食器類＞ ＜お子様用食器類＞

＜カトラリー類＞ ＜ペット用フードボール＞

ｍodo-cell®の概要 ：商品例Ⅱｍodo-cell®の概要 ：商品例Ⅱ
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＜園芸用品類＞ ＜特別注文商品類＞ ＜靴のソール＞

＜事務用品類＞ ＜電子機器アクセサリー類＞

＜椅子・机などの家具類＞ ＜パレット＞



ｍodo-cell®の概要 ：商品例Ⅱ （ペレット）ｍodo-cell®の概要 ：商品例Ⅱ （ペレット）
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■規格
・素材：竹などの植物繊維・澱粉、植物由来の樹脂
・粒径：3㎜
・粒長：3～5㎜
・比重：1.45
・色：薄い茶褐色
・適応工法

熱可塑性ブロー工法
熱可塑性押出法
熱可塑性射出法
熱可塑性ブリスター法
熱硬化性ホットプレス法

熱可塑性ブロー成型法

ボトルと容器
熱可塑性押出法

ストロー

熱可塑性射出法

使い捨て製品 コ

ンポーネント複合

製品
熱硬化性ホットプレス法

繰り返し使用製品

頑丈で耐久性のある製品
熱可塑性ブリスター法

使い捨て超薄型製品

包材料類製品装

既存のプラスチック成型工法に適応
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【農業・畜産系プロダクト(インフレーション成型法)】
・農業用シート開発(実用試験中)２０２３年４月
・農業肥料用袋(開発中)
・牧草ロール(開発中)
・他

ｍodo-cell®の強味 ：プラ成型工法への汎用性ｍodo-cell®の強味 ：プラ成型工法への汎用性

３Dプリンター原料



1. シュロの木

2. ヤシ殻

3. 稲わら

4. トウモロコシの芯

5. 廃棄木材

6. 各種天然植物廃棄物

②ほとんどの植物繊維が主材に適合
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主材原料を限定しないため食物（トウモロコシなど）やバイオ燃料と被らない

ｍodo-cell®の強味 ：原料調達の容易性ｍodo-cell®の強味 ：原料調達の容易性

最も「地球環境に優しい」製造工法

原料
竹など

• 選別
• 破碎
• 研磨

製造
植物繊維乾式工法

• 繊維コアプロセス
• 無廃水
• 低炭素排出

製造溫度は200度
以下

使用
不溶化

• 個別的衛生管理の
下、洗浄により重
複使用可能。

循環
自然環境下即分解

• 可燃性
燃焼時有毒物質無し

• 埋められる
自然環境下生分解

• 回収し再生後は食器
以外に
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全工程が環境に優しい

ｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅰｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅰ



地球温暖化防止には最も効果のある工法

製造温度
約1400℃以上必要

製造温度
約800℃以上必要

ストロー製造の場合

ｍodo-cell®
ストロー
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①製造過程は炭素排出を最小化

製造温度は僅か170℃

ステンレスストロー

ガラスストロー

ｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱ

紙ストローの炭素排出量
地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの温室効果ガス排出量が、 紙ストローはプラスト
ローの約4倍以上にもなっている。※文春オンライン記事(2022/11/18)より；https://bunshun.jp/articles/-/5870058700

②工場から汚染水を排出しない

破碎.研磨（竹） 植物繊維乾式工法製造工程
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排水処理設備を必要とする紙パルプを主材とした製品よりも、更に環境にやさしい

ｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱ



③製品を燃焼させても有毒物質（ダイオキシン等）を排出しない

自然由来の植物原料を使用
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ｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱ

生分解の実例（自社テスト）：
ストローは通常の環境下で４５日目から分解スタート
水の中では分解後水中動物のえさに

ストロー： 45日目から分解開始

使い捨て製品： 90日目から分解開始

熱圧縮型製品： 180日目から分解開始

ｍodo-cell®はあらゆる環境下で分解
PLAは一定の環境下でなければ分解しない

ｍodo-cell®は「メタンガス」は発生しない
PLAはCo2の23倍もの温暖化を招く「メタンガス」が分解時に発生

⑤生分解性
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ｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱ
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竹繊維で形成されたストローを使用
外部環境の土壌に6か月分を分けて埋設
2か月後から微生物による分解が顕著にみられてきた

2018年10月27日

2018年8月27日

2ヶ月後2018年9月27日 1ヶ月後

ｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱ

ｍodo-cell®ストロー 生分解実証試験①
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2018年12月29日2018年11月27日 3ヶ月後 4ヶ月後

2019年1月28日 5ヶ月後 2019年2月27日 6ヶ月後

3か月～6か月後の様子。
分解が加速され、5か月後には半分以上が分解され、6か月でほぼ原形をとどめないほどに分解された。

ｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱ

ｍodo-cell®ストロー 生分解実証試験②
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・台湾協力プラントであるEcono Technologyによる取得
・現在、JIS規格（JIS K6955）に沿った土壌生分解性試験も外部
機関にて実施中

ｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱｍodo-cell®の強味 ：ハイレベルの環境性Ⅱ

DIN（ドイツ工業規格）において
生分解性の認証を取得

１．会社概要 ：GEA（地球環境行動会議）実行委員就任１．会社概要 ：GEA（地球環境行動会議）実行委員就任
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ｍodo-cell®製品が

新たな未来を切り開きます

株式会社アミカテラ

素晴らしい郷土の環境を
子どもたちの世代に受け継いでいけるよう
アミカテラが全力でお手伝いします



 

 

 

 

③プラスチックリサイクル・バイオプラスチックの推進 

 

＜先進事例紹介２＞ 

 
「バイオマスプラスチック・プラスチックリサイクルの 

推進について」 
 
 
 

一般社団法人 日本有機資源協会 

理事・事務局長 嶋本浩治
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